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研究成果の概要（和文）：この研究では、ドキュメントの内容が指し示す時間的表現を取り出しその時期を推定するこ
とによって、新しい時間情報検索の手法とアプローチをいくつか提案することができました。この時間情報検索をさら
に向上させるために、大規模ドキュメントセットから未来に関連する集合情報を取り出す方法についても研究を行いま
した。
また画像からその年代を推定する方法について分析・検討するとともに、ウェブ検索においてユーザーが時間的要素を
どの程度活用しているかについての調査を行いました。

研究成果の概要（英文）：This research has resulted in several novel methods and approaches for temporal in
formation retrieval. First, we have provided methodology for estimating reference time of documents, which
 represents the time period to which the given document content refers to. For improving temporal informat
ion retrieval, we proposed a method for extracting collective future-related information from large docume
nt sets.
In another work, we have proposed a method for estimating age of images. Moreover, we have measured the ex
tent to which users use time and temporal features in their search activities on the web. This online surv
ey has been done on 110 Web users and its results were published at TempWeb2013 workshop. To further foste
r the research in temporal information retrieval we established Temporal Information Access task challenge
 in NTCiR. And we wrote a survey paper about Temporal Information Retrieval which is scheduled to appear i
n this year in ACM Computing Surveys journal.
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１．研究開始当初の背景 
近年、検索エンジンは専門的および個人的な
目的で情報を取得するために広く利用され
ており、また、ウェブ上で利用可能な文書
コンテンツに対するデータマイニングに関
する研究も多く行われています。Web上の
情報は現実の世界の出来事によって非常に
迅速に変更されるため、取得した情報の時間
的な側面がマッチしているかどうかを検証
することは極めて重要になります。未来の出
来事についての情報を得たい場合に検索エ
ンジンもデータ·マイニング·プロセスも過
去または現在の情報を返すべきではないの
に、現在の一般的な検索エンジンやナレッジ
プロセッシングアプリケーションでは時間
的要素を Web 検索における効果的な要素と
みなしておらず、ユーザーも強い時間的性質
を持つ情報を検索するときにそのサポート
をあまり受けられていない状況にあります。 
２．研究の目的 
我々の研究の目的は情報の時間的な側面を
考慮することによってウェブ検索やマイニ
ング技術を向上させることです。そのため、
ユーザーが異なる時間軸の情報（過去・現
在・未来）をどのような方法でどのくらい検
索しているかを調べたいと思いましたが、現
在の情報を扱う研究は比較的多くあります
ので、今回は特に過去と未来についての情報
を取り上げました。この研究結果を活用する
ことで他の研究者に彼らの研究成果を検証
する方法を提供することも可能になります。 
３．研究の方法 
⑴まず、我々は「フォーカスタイム」と呼ぶ
ドキュメントの基準時間を推定する方法を
提唱しました。フォーカスタイムとはドキュ
メントの内容が指し示す一定の期間を表し、
ドキュメントタイムスタンプまたは文書作
成時期の観念とは異なるものです。ドキュメ
ントのフォーカスタイムを知ることは特定
の期間についての情報、例えば 1930 年代の
ドイツ、または第二次世界大戦についてのド
キュメントを検索するときに役立ちます。こ
の手法では大規模な文書コレクションから
得られた統計データを利用しており、これら
のデータからある語句と特定の年代の関連
性を推定することもできるようになりまし
た。例えば、「ヒトラー」であれば 1930年代
から 1942 年までの期間に強い関連性をもっ
ている一方で「iPhone」は 2007年から現在
までの期間と関連づけられます。このデータ
を利用することで、例えば日付といった任意
の時間表現を持たないドキュメントについ
ても時間の推定が可能になりました。 
⑵それ以外に、それぞれの国における集合記
憶の分析にも着手し、潜在的ディリクレ配分
（LDA）を使ってニュースアーティクルから
過去に関連する記事のメイントピックを探
しました。これによってある特定の時期・国
に関連するニュースの中から過去に関連す
る情報の総量を示し、国によって歴史がどの

ように記憶されているか、その違いについて
も明らかにすることができました。 
⑶時間的要素による情報検索をより向上さ
せるために、未来に関連する集合的な情報を
大規模文書データから抽出する手法につい
ても研究しました。未来のイベントに関する
情報を探しクラスタリングすることで、起こ
りそうな未来のイベントを見つけてその発
生確率を測定しました。さらに、未来に関連
する情報とすでに起こったイベントに関す
るアーティクルの間のリンク検出を行うこ
とで未来を予測できなかった情報を不確実
なものとして排除し未来予測の信頼性を診
断する手法も提案しました。 
⑷さらに、画像の作成時期として考えられる
年月日を判定するために画像だけではなく
画像を取り巻くテキストもベクトル表示と
して採用し、画像からその年代を推定する方
法を提案しました。画像によるアプローチに
ついては、いつその画像が作成されたかがわ
かるような典型的な特徴を学ぶためにSVM分
類を活用しました。 
⑸ユーザーがどの程度に時間や時間的特徴
をもつ検索行動をしているかを調査するた
めに、日本のウェブユーザー110 人に過去・
最近・未来に関する情報をどれくらいウェブ
検索したかを尋ねて調査を行いました。 
⑹この時間的要素による情報検索の研究を
さらに進めるために、NTCIR (NII Testbeds 
and Community for Information access 
Research) に “ Temporal Information 
Access”チャレンジタスクを設立しました。
この計画によって同等のデータセットとタ
スク検索システムのパフォーマンスを評価
する標準的な指針を提供することができ、時
間的情報のプロセッシングと検索について
現行の研究を要約した調査論文を書くこと
ができました。このことは研究の今後の方向
性を描くことにもつながりました。 
４．研究成果 
⑴この研究によって、時間的情報の検索に関
する新しい手法とアプローチをいくつか提
案することができました。まずドキュメント
の内容が示している時期、ドキュメントのリ
ファレンスタイムを測定する方法論を確立
しました。この研究の成果は CIKM2011 にて
発表された論文に記されています。 
⑵また CIKM2011 で発表した別の論文では国
によって異なる集合記憶の分析を行い、この
ような分析のためのフレームワークを提供
することできました。 
⑶この時間情報検索をさらに向上させるた
めに、大規模ドキュメントセットから未来に
関連する集合情報を取り出す方法について
は CIKM2011 および WI2011 にて提案していま
す。またウェブ上の未来志向の情報の量と性
質については ICCC2013 で発表した論文で分
析を行っています。 
⑷また画像からその年代を推定する方法に
ついても分析を行い、SPIR2012 でその結果を



発表しました。 
⑸さらにユーザーが時間および時間的特徴
をウェブ検索でどの程度利用しているかに
ついても調査を行い、この 110 名によるオン
ライン調査はTempWeb2013ワークショップに
て発表されました。 
⑹時間情報検索の研究をさらに発展させる
ために NTCIR (NII Testbeds and Community 
for Information access Research) に
“Temporal Information Access”チャレン
ジタスクを設立し、時間情報検索についての
調査論文を執筆しました。これは今年 ACM 
Computing Surveys ジャーナルにて発表され
る予定です。 
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